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・子どもたちの振り返りから「みんな」「友達」「相手」という周りの人を考える言葉が出てきたのがよかった。 

・自分のことを優先すると「みんなのことを大切にする」が難しい。みんなで生活しているから走らないで歩こう。 

・頑張ったことを見えるように工夫していたのがよかった。登下校でも危険なところがあるので、気をつけるように

考えて行動してほしい。 

・「ポスターを作る」「声をかける」「周りに気をくばる」どれも大事なことをこつこつやっていてよかった。 

 

 

 

 
 

 

 

三寒四温の言葉どおり、寒さと温かさが入り混じる日々の中、春の気配を感じるようになりました。そして、いよいよ

今年度の終わりが見えてきました。子どもたちはこの１年を思い巡らせ、できるようになったことや頑張ったことを振り

返っています。 

さて、先日は学校保健委員会を開催しました。「相手を大事にして、みんなでケガ

をへらそう」という保健目標を各クラスで振り返りました。低学年は「きょうしつやろう

かをあるく」や「まわりをよくみる」などのめあてを達成したらポイントやシールを貼る

取り組み、高学年は、ロイロノートでアンケートを作って、自分たちのめあてを達成す

ることができたかの振り返りを行いました。「落ち着いて歩くことができた」に９割の

児童が「だいたいできた」と答えていました。また、発表を聞いた感想では、「グラフ

や人数で伝えたのがわかりやすくてよかった」と他のクラスのよいところを見つける

姿、「達成できなかったこともあったけど、みんなで頑張れてよかった」と励ます姿が

見られました。 
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